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図１ 男女別災害ボランティア活動の行動者数

平成２３年

平成１８年

総務省「統計トピックスNo.67災害ボランティア活動の状況」より

熊本の統計情報 平成28年７月2９日

県民の皆様に統計を身近に感じていただくためのページです。

毎月１回のペースで色々な統計に関する話題・データを紹介します。

４月の熊本地震で被害に遭われた方には心からお見舞い申し上げます。

また、地震の後、自衛隊の方々や他県の行政・警察関係者の方々、水道・ガス等のライフライン関

係者の方々、県内外のボランティアの方々等から、たくさんの支援をいただきありがとうございました。

今回の統計アラカルトでは、まず災害ボランティアの活動状況について取り上げます。

万人

このグラフは、平成１８年と平成２３年の１０月２０日を基準として、それぞれ過去１年間に災害ボラン

ティア活動を行った人の数を表したもので、平成２３年の行動者数は、平成１８年に比べて約３.５倍に

なっています。

これは、平成２３年３月１１日に発生した東日本大震災により、災害ボランティア活動を行った人が急

増したためと思われます。

国においては、このように、国民がどんな活動に時間を費やしたかを把握するため、５年に１度、「社

会生活基本調査」を実施しています。

「社会生活基本調査」は、過去１年間の主な活動として２４項目、１日の時間の使い方として２０項目に

わたり詳細に記録をし、回答していただくものです。

同様な調査は、世界各国、各地域でも行われており、例えば、国際的な比較において、日本人男性

の家事参加が少ないといった指摘の根拠となっています。

それでは、次の表で国際的に比較した、１日の時間の使い方について見てみましょう。なお、国や地

域により、調査項目の定義の相違があるため、参考として見てください。



(時間．分）

日本 韓国
*1)

アメリカ
*2)

カナダ
*2) ベルギー ドイツ フランス ハンガリー ﾌｨﾝﾗﾝﾄﾞ ｽｳｪｰﾃﾞﾝ イギリス ノルウェ－*3)

個人的ケア 10.56 10.52 10.31 10.51 11.05 10.53 11.56 11.05 10.32 10.16 10.38 10.11

睡眠 8.05 7.50 8.37 8.11 8.28 8.23 8.56 8.37 8.33 8.03 8.33 8.10

 身の回りの用事と食事 2.51 3.02 1.54 2.40 2.38 2.30 3.00 2.28 1.59 2.14 2.05 2.01

仕事と仕事中の移動 4.57 4.04 4.14 4.15 2.39 2.51 3.16 3.10 3.12 3.57 3.26 3.25

学習 0.52 1.29 0.29 0.34 0.45 0.34 0.31 0.30 0.34 0.13 0.35 0.34

家事と家族のケア 1.08 0.39 2.19 2.29 2.24 2.10 2.16 2.32 2.05 2.33 2.08 2.08

自由時間 4.47 4.46 6.09 5.50 5.37 6.02 4.58 5.39 6.13 5.28 5.37 6.17

 ボランティア活動 0.05 0.00 0.20 0.21 0.10 0.16 0.16 0.13 0.15 0.13 0.09 0.09

他の自由時間 4.42 4.46 5.49 5.29 5.27 5.46 4.42 5.26 5.58 5.15 5.28 6.08

うちテレビ 2.29 1.51 2.59 2.17 2.24 2.02 2.12 2.49 2.26 2.02 2.40 2.10

移動 1.17 1.53 1.30 1.26 1.00 1.03 1.11 1.27 1.27 1.20

うち通勤 0.33 0.40 0.21 0.20 0.24 0.15 0.21 0.25 0.22

その他 0.04 0.16 0.17 0.05 0.03 0.00 0.14 0.06 0.09 0.05

個人的ケア 11.06 10.53 10.56 11.13 11.24 11.11 12.11 11.08 10.47 10.42 10.57 10.31

睡眠 7.54 7.50 8.48 8.22 8.41 8.30 9.10 8.49 8.42 8.12 8.40 8.21

 身の回りの用事と食事 3.12 3.02 2.08 2.51 2.42 2.41 3.01 2.18 2.05 2.30 2.18 2.10

仕事と仕事中の移動 2.27 2.22 2.57 3.00 1.29 1.34 1.55 2.02 2.04 2.40 1.56 2.11

学習 0.50 1.21 0.27 0.37 0.42 0.32 0.30 0.30 0.36 0.18 0.35 0.37

家事と家族のケア 4.02 3.09 3.39 3.53 4.05 3.50 4.12 4.39 3.32 3.44 3.47 3.24

自由時間 4.20 4.24 5.43 5.16 5.05 5.31 4.18 4.50 5.42 5.09 5.12 6.01

 ボランティア活動 0.04 0.02 0.23 0.24 0.09 0.14 0.12 0.08 0.14 0.12 0.12 0.09

他の自由時間 4.16 4.22 5.20 4.52 4.56 5.17 4.06 4.43 5.28 4.58 5.00 5.52

うちテレビ 2.20 1.53 2.32 1.55 2.13 1.46 2.02 2.40 2.08 1.45 2.17 1.44

移動 1.09 1.34 1.16 1.17 0.51 0.51 1.06 1.20 1.21 1.10

うち通勤 0.18 0.23 0.11 0.13 0.14 0.12 0.16 0.14 0.15

その他 0.07 0.18 0.18 0.05 0.03 0.00 0.14 0.07 0.10 0.05

2011.10 2009.9
2011.1～

2011.12
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2010.12
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1999.9～

2000.9

1999.3～

2000.3

2000.10～

2001.9

2000.6～

2001.9

2000.2～

2001.2

10歳以上 10歳以上 15歳以上 15歳以上 12～95歳 10歳以上 15歳以上 15～84歳 10歳以上 20～84歳 10歳以上 10～79歳

*1) 買い物は関連する目的の行動に含まれている。　*2) 移動は関連する目的の行動に含まれている。　*3) 学習は学校での学習のみ。

注）国により定義の相違があるため，比較には注意を要する。

出典：

集計対象年齢

日本は「平成23年社会生活基本調査　詳細行動分類による生活時間に関する結果」。小分類レベルでEU比較用に組替えた行動分類による。

韓国はKorea National Statistical Office, "2009 Report on the Time Use Survey"
アメリカはU.S.Bureau of Labor Statistics(BLS), "American Time Use Survey‐2011 Results"
カナダはStatistics Canada, "General Social Survey ‐2010 Overview of the Time Use of Canadians"
ＥＵ諸国はEUROSTAT, "Comparable time use statistics ‐ National tables from 10 European countries - February 2005"

表１　男女，行動の種類別総平均時間－週全体

女

男

調査年月

熊本県の統計情報は

「http://www.pref.kumamoto.jp/hpkiji/pub/List.aspx?c_id=3&class_set_id=1&class_id=1297

次回の「統計アラカルト」は、８月２９日（金曜日）に掲載予定です。

問合せ先：熊本県企画振興部交通政策・情報局統計調査課 総務資料班 〒862-8570 熊本市中央区水前寺6-18-1
電話：096-333-2174 ／Ｆａｘ：096-384-7544 ／メール：toukeichousa@pref.kumamoto.lg.jp

表１は、男女別に１日の行動時間を、行動の種類ごとに分けた平均値です。

日本の男性の「睡眠」は8.05で、平均８時間５分睡眠をとっているという意味です。日本の女性

は７時間５４分で睡眠時間はあまり男性と変わりません。

一方、「家事と家族のケア」については、男性１時間８分、女性４時間２分で、女性は男性の約

3.6倍となっています。

他の国と比較してみると、日本の女性は、１２ヶ国中、長い方から４番目であるのに対し、日本

の男性は、短い方から２番目で、しかも日本と韓国以外の１０か国の男性は２時間を超えている

という状況です。客観的に見て日本の男性はもう少し、家事に参加したほうがよさそうです。

このように、社会生活基本調査は、多様化した国民の生活時間の配分及び自由時間における

主な活動について調査し、国民の社会生活の実態を明らかにすることにより、各種行政施策の

基礎資料を得ることを目的として、昭和５１年から国勢調査の翌年に行われています。

今年、平成２８年は社会生活基本調査の実施の年となっており、県内では約１６００世帯が対象

となります。

１０月２０日が基準日で、９月初めから調査の準備を始めますので、対象となられた方は、多く

の県民の代表として積極的に御協力いただきますようお願いします。

」をご覧ください。

出典：e-Stat 政府統計の総合窓口
平成23年社会生活基本調査＞調査票Ｂに基づく結果＞生活時間に関する結果＞（参考）生活時間配分の各国比較

http://www.pref.kumamoto.jp/hpkiji/pub/List.aspx?c_id=3&class_set_id=1&class_id=1297
mailto:toukeichousa@pref.kumamoto.lg.jp

